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私たちは言葉を用いることで役割を遂行する。役割とは、社会という舞台のなかで演じ

られる行動を指す。Nisbet(1970)が述べるように、役割は行動様式の一つで、多くの制約

のもと遂行される。そのため、服装や行動から役割がわかるように、言語表現にもその一

端が現れる。表現から役割を推測することができるのであれば役割を遂行するにあたっ

て、それ相応の言語表現を用いなければならない。そうしなければ、学生から教員として

見なされず、挙げ句の果てには悪評を立てられることもあるだろう。そのため、表現に習

熟している人ほど役割の遂行に問題がなく、逆に新人教員ほど言語表現を学ぶ必要がある

と言える。また、布施(2020)によると、新人日本語教師は、学生とのコミュニケーション

において教育不安を抱える場合が多いという。このことから、担当するクラスにおいて自

分がどのように振る舞うべきかという具体案や方向性を新人教員に示していくべきだと提

言する。教員が使用すべき言語表現をリストすることは新人教員の不安を具体的に軽減す

ることにも繋がるはずである。 

教員が使用する表現については、教室談話研究の分野で様々な成果が上げられてきた。

授業には特有の談話構造があるして、初等教育や日本語教育における授業場面において、

その構造を明らかにしようとする研究（茂呂，1991、藤江，2000、文野, 2004 ）や、使

用される言語表現に焦点を当てる研究（近藤,2004、達富, 2012、山元, 2014）が行なわ

れている。しかしこれらの研究は、教科書や教案によって事前に準備を行なうことができ

る計画性の高い談話を対象としきた。 

ところで、ゼミには計画性の高い談話構造があるとは言えない。本研究で対象にするゼ

ミは、修士論文の指導を目的とする大学院の講義の1つで、オンライン上で行なわれた。

教員は学生の原稿を事前に確認することなく、画面共有された原稿に助言及び修訂を行な

うため、指導内容を即座に考えなければならない。また、指導を受ける学生3名(母語話

者:1名、非母語話者:2名)の順番や、指導時間も日によって異なるため、ゼミの開始およ

び終了、指導順序の決定、それに伴う時間管理も教員という役割には欠かせず、ゼミの運

営管理についても配慮しなければならない。そのため、常に理想的な教員を演じられると

は限らない。そこで、本研究ではゼミ指導における教員の発話を時間管理という役割関係

と対比することで、教員の役割に準じる表現の解明を試みる。 

まず指導の開始では、「Yさんいく↑」「Jくんの話いこうよ」と学生を指名することで

指導を開始する。そして終了では、「Jくんは今日なにもなくていいの↑」「Mさんいって

みよう」と次の学生の指導を始めようとする発話や、「大体4時20分だからまあいいか」

と独り言を用いることで指導を終了する。日本語では、「伝える」のではなく推測させる

ことを理想とする（中山, 1989: 17-23）。そのため、学生に指導の終了を推測させるこ

とで緩やかに、そして曖昧に指導が終結する。 

この時、役割に準じる表現の末尾に付属する終助詞「よ」、助動詞「よう」、語尾の音

調を上げる「いく↑」「いいの↑」は、話し手や聞き手、そして役割以外の属性に傾いた

発話である。例えば、「Yさんいく↑」は、教員として指示を行なう一方で、その表現の
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末尾では、語尾の音調を上げることで自信の有無を示すと同時に、無断で指名したことに

対する責任回避や、学生への配慮を行なっていると言える。 

また、こうした開始や終了を示す表現の前後には、吸気音や有音休止、「はい」「えー

と」「まあ」「うん」などのフィラー、「それでー」「それでは」「それはそれとして」

「じゃ」「そうすると」といったフィラーに機能が近似する発話が見られる。発話の先頭

では発話内容をプランするための時間を捻出するのに加え、学生への指示や、配慮を示そ

うとする。そして、発話の後方は次の発話の始まりでもあるため、同じく発話内容をプラ

ンするための時間を捻出していると言える。 

指導が開始されてしまえば、学生の発話を促してゼミをコントロールする。語尾の音調

が上がる「それで↑」は、教員としてゼミを進行するだけでなく、学生の話の腰を折って

しまった場合に、学生が元々話していた話題へ戻るよう促す。また、より詳しい話をする

よう進める働きもある。例えば、学生の話を聞くが、結局どの箇所についてコメントを求

められているかわからない場合や、教員の質問に対して質問による返答がされる場合であ

る。このように、教員が使用する表現であっても、常に教員だけを演じるわけではない。

また、上に述べたように「それで↑」には、話題の転換と促進という 2つの用法がある。

そのため、非母語話者の学生にはどちらの用法かわからない場合が見られる。 

以上のことから、教員は役割に準じる発話を用いて役割を遂行しようとするだけでな

く、話し手や聞き手、そして役割以外の属性に傾いた発話を行なうことで、役割以外の目

的を同時に遂行しようとする。そのため、教員を演じる発話であると明確な一線を引いて

発話をリストすることは難しい。 

そこで、授業に参加した教員や学生にフォローアップ・インタビューを行なうなど、教

員の発話意図や学生の教員評価までに考察の範囲を拡げれば、ここでの解釈にも深みを加

えることができるはずである。さらに、取り扱うデータや、その種類を増やすことで、本

研究をより意義あるものにすることができると考える。最後に、本研究は接触場面を対象

にしながらも、そういった視点から分析を行なっていない。今後、接触場面に関する知見

を得れば、役割関係とその言語表現について別の観点からの成果が得られるように思う。 
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